
複式簿記による記帳と

決算申告の流れ

個人事業主にとって初めての簿記・税務個人事業主にとって初めての簿記・税務個人事業主にとって初めての簿記・税務個人事業主にとって初めての簿記・税務



事業上の取引の事業上の取引の事業上の取引の事業上の取引の「結果」「結果」「結果」「結果」として、資産･負債などの増加･減少資産･負債などの増加･減少資産･負債などの増加･減少資産･負債などの増加･減少の全てを、そのそのそのその「原因」「原因」「原因」「原因」

とともに記録とともに記録とともに記録とともに記録すること。

(1)事業上の資産･負債の増減事業上の資産･負債の増減事業上の資産･負債の増減事業上の資産･負債の増減 「貸借対照表」「貸借対照表」「貸借対照表」「貸借対照表」

(2)収入･経費の比較から利益収入･経費の比較から利益収入･経費の比較から利益収入･経費の比較から利益 「損益計算書」「損益計算書」「損益計算書」「損益計算書」

簿 記 の 目 的

帳簿に



⇒⇒⇒⇒「科目」という名称に分ける「科目」という名称に分ける「科目」という名称に分ける「科目」という名称に分ける

帳簿の作成準備

◇◇◇◇ まず最初に「帳簿」まず最初に「帳簿」まず最初に「帳簿」まず最初に「帳簿」((((用紙用紙用紙用紙))))の用意ですの用意ですの用意ですの用意です

・ただ………初めての場合、何枚用意したらいいか分かりません。

・そこで…… 仕事内容から使うであろう分類用の「科目」を選択します。

・そして…… 選んだ「科目」の数だけ用意し表題に「科目」を記入します。

◇いよいよ記帳◇いよいよ記帳◇いよいよ記帳◇いよいよ記帳((((集計集計集計集計))))のための整理です～その考え方は～のための整理です～その考え方は～のための整理です～その考え方は～のための整理です～その考え方は～

第１に……事業上の「取引」を 「原因」と「結果」の２つ要素に分類します。「原因」と「結果」の２つ要素に分類します。「原因」と「結果」の２つ要素に分類します。「原因」と「結果」の２つ要素に分類します。

第２に……
「簿記のルール」に基き、各「科目」の「帳簿」金額欄「左右」いず「簿記のルール」に基き、各「科目」の「帳簿」金額欄「左右」いず「簿記のルール」に基き、各「科目」の「帳簿」金額欄「左右」いず「簿記のルール」に基き、各「科目」の「帳簿」金額欄「左右」いず

れかに記入れかに記入れかに記入れかに記入

【注意：「２つの要素」は原則で、３つ以上に分かれる場合もあります。】【注意：「２つの要素」は原則で、３つ以上に分かれる場合もあります。】【注意：「２つの要素」は原則で、３つ以上に分かれる場合もあります。】【注意：「２つの要素」は原則で、３つ以上に分かれる場合もあります。】

【注意：１つの取引で記入する２つ以上の「帳簿」の金額欄は、一方が「左」であれば【注意：１つの取引で記入する２つ以上の「帳簿」の金額欄は、一方が「左」であれば【注意：１つの取引で記入する２つ以上の「帳簿」の金額欄は、一方が「左」であれば【注意：１つの取引で記入する２つ以上の「帳簿」の金額欄は、一方が「左」であれば

他方は「右」となり、他方は「右」となり、他方は「右」となり、他方は「右」となり、 ２つの「帳簿」の「左右」の額は一致２つの「帳簿」の「左右」の額は一致２つの「帳簿」の「左右」の額は一致２つの「帳簿」の「左右」の額は一致 します。】します。】します。】します。】

帳簿に「取引」を記帳(集計)するときは！

仕訳

コンピュータでも
同じです！



帳簿の用紙

と構造

左 右

科目の名称

現金・建物

借入金・未払金

売上・仕入

通信費・消耗品費

接待交際費など

いつ：月日

どんな：取引の内容

いくら：取引の金額

合計・累計



複式簿記のルール

資産が増加資産が増加資産が増加資産が増加【原因】【原因】【原因】【原因】 売上の発生売上の発生売上の発生売上の発生により、【結果】により、【結果】により、【結果】により、【結果】 する場合する場合する場合する場合

ひとつの取引は、

帳簿２ヶ所に記帳（原則）

実際に

見てみましょう!!

「現金」の増加

50,000円

結 果

売上の現金入金

５０,０００円

「売上」の発生

50,000円

取引の内容 原 因



｢帳簿｣金額

欄左右へ

記入のﾙｰﾙ

帳簿の金額欄

「左」「左」「左」「左」に記入

（借　方）

帳簿の金額欄

「右」「右」「右」「右」に記入

（貸　方）

資　産資　産資　産資　産（プラスの財産）（プラスの財産）（プラスの財産）（プラスの財産） 増　加（＋）増　加（＋）増　加（＋）増　加（＋） 減　少（－）減　少（－）減　少（－）減　少（－）

現金・預金・売掛金・固定資産など 資産が増えれば左に記入 資産が減れば右に記入

例外：事業主貸事業主貸事業主貸事業主貸＝

｢決算書｣では「資産」の項目ですが本来は

「元入」に分類されるものです。

発生すれば左に記入 通常は記入しない通常は記入しない通常は記入しない通常は記入しない

負　債負　債負　債負　債（ﾏｲﾅｽの財産）（ﾏｲﾅｽの財産）（ﾏｲﾅｽの財産）（ﾏｲﾅｽの財産） 減　少（－）減　少（－）減　少（－）減　少（－） 増　加（＋）増　加（＋）増　加（＋）増　加（＋）

買掛金・借入金・預り金など 負債が減れば左に記入 負債が増えれば右に記入

元　入元　入元　入元　入（事業主の出資分）（事業主の出資分）（事業主の出資分）（事業主の出資分） 減　少（－）減　少（－）減　少（－）減　少（－） 増　加（＋）増　加（＋）増　加（＋）増　加（＋）

事業主借 通常は記入しない通常は記入しない通常は記入しない通常は記入しない 発生すれば右に記入

元入金 元入金が減れば左に記入 元入金が増えれば右に記入

収　　　入収　　　入収　　　入収　　　入 減　少（－）減　少（－）減　少（－）減　少（－） 増　加（＋）増　加（＋）増　加（＋）増　加（＋）

売上・賃料収入・雑収入・家事消費など 収入の戻りがあれば左に記入 発生すれば右に記入

経　　　費経　　　費経　　　費経　　　費 増　加（＋）増　加（＋）増　加（＋）増　加（＋） 減　少（－）減　少（－）減　少（－）減　少（－）

売上原価・消耗品・給与賃金など 発生すれば左に記入 経費の戻しがあれば右に記入



丁数

1111 5555 0000 0000 0000 0000

4 1 売上 本日の売上 15 5555 0000 0000 0000 0000 2222 0000 0000 0000 0000 0000

丁数

6666 5555 0000 8888 0000 0000 0000

4 1 現金 本日の売上 1 5555 0000 0000 0000 0000 6666 5555 5555 8888 0000 0000 0000

年月日 借　　方 貸　　方
借又貸摘　　　　要

前期または前頁繰越

差引残高

年月日 差引残高摘　　　　要 借　　方 貸　　方
借又貸

前期または前頁繰越

◎ 帳　簿　の　す　が　た ◎◎ 帳　簿　の　す　が　た ◎◎ 帳　簿　の　す　が　た ◎◎ 帳　簿　の　す　が　た ◎

No   1

No   15

現　　　　　　金

売　　　　　　上

「左右」がバランス



記帳開始から決算までの流れ
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申告までの流れ

所得税所得税所得税所得税の流れの流れの流れの流れ

消費税消費税消費税消費税の流れの流れの流れの流れ

年間の帳簿作成年間の帳簿作成年間の帳簿作成年間の帳簿作成→決算書の作成決算書の作成決算書の作成決算書の作成→申告書の作成と申告・納税申告書の作成と申告・納税申告書の作成と申告・納税申告書の作成と申告・納税

年間の帳簿作成年間の帳簿作成年間の帳簿作成年間の帳簿作成→消費税の集計消費税の集計消費税の集計消費税の集計→申告書の作成と申告・納税申告書の作成と申告・納税申告書の作成と申告・納税申告書の作成と申告・納税
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(一般用)

P1
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◆ 減価償却(費)の考え方

20万円 ⇒減価償却費

20万円 ⇒減価償却費

20万円 ⇒減価償却費

20万円 ⇒減価償却費

20万円 ⇒減価償却費

20万円－1円＝199,999円

Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26

◆ 売上・仕入・経費と「いつ」との関係

　　考え方の基本>>12月31日までに入金や支払はなくとも、その年に収支にすべきのもは、

　　その年の売上･仕入に入れる。

 ※ 仕入についても同様に考える。

120万

耐用年数：６年間

平成21年1月に120万円で事業用の新車を購入

最

後

の

年

の

減

価

償

却

費

Ｈ21

12月 1月

× ×

納品 入金

＝ ＝

｢売上｣計上

｢売掛金｣計上

｢売掛金｣決済

※ 長期間に亘る経費の一括前払いは、毎

年その年の分だけを決算時に経費とする。



所得税額の計算のながれ

利子所得 雑損控除

配当所得 医療費控除

不動産所得不動産所得不動産所得不動産所得 社会保険料控除

事業所得事業所得事業所得事業所得 小規模企業共済等掛金控除

給与所得 生命保険料控除

譲渡所得 地震保険料控除

一時所得 寄付金控除

雑所得 障害者控除

寡婦(寡夫)控除

山林所得 勤労学生控除

退職所得 配偶者控除

土地等の譲渡所得 配偶者特別控除

株式等の譲渡所得 扶養控除

基礎控除

所所所所

得得得得

のののの

総総総総

合合合合

所所所所

得得得得

控控控控

除除除除

(－)(－)(－)(－)

所得の計算

(収入－経費)

課課課課

税税税税

所所所所

得得得得

金金金金

額額額額

税税税税

　　　　

率率率率

税税税税

　　　　

額額額額

税税税税

額額額額

控控控控

除除除除

税税税税

金金金金

のののの

精精精精

算算算算

収収収収

めめめめ

るるるる

べべべべ

きききき

税税税税

額額額額

(＝)(＝)(＝)(＝) (×)(×)(×)(×) (＝)(＝)(＝)(＝)
(－)(－)(－)(－) (－)(－)(－)(－) (＝)(＝)(＝)(＝)

・源泉徴収税

・予定納税等

・配　当　控　除

・住宅借入金等控除

・政党等寄付金控除

・電子証明書等控除

など



所得税申告書(B表)


